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渥美半島表浜でツノメガニと
ナンヨウスナガニ（スナガニ科）を確認
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Records of the ghost crab Ocypode ceratophthalmus and O. sinensis (Ocypodidae) 
from the Pacific Coast of Atsumi Peninsula, Aichi Prefecture, central Japan

Hirotaka Nishi* 

はじめに

　渥美半島の遠州灘沿岸には，砂浜海岸が伊良湖岬
から浜名湖まで続いており，「表浜」と呼ばれている．
海から砂浜，海浜植物の生える砂丘，海食崖周辺の
風衝低木林と続くエコトーンが維持された，貴重な海
岸である（静岡県・愛知県，2015）．表浜はアカウミ
ガメの産卵地として知られるほか，海浜植物や海浜性
の昆虫などの豊かな生物相が見られる（長谷川・蟹
江，1992；豊橋市自然史博物館，2011；長谷川ほか，
2011；静岡県・愛知県，2015；豊橋市，2016）．自然
海岸の減少した愛知県下において，良好な環境が維
持されている地域であり，遠州灘沿岸のうち伊良湖
岬から豊橋市の中央付近までの海岸は三河湾国定公園
（1958年 4月指定）に含まれている． 

　スナガニ属 Ocypodeのカニ類は，砂浜海岸の代表
的な生物として知られ，日本沿岸からは 5種が報告
されている．日本本土では，これまで温帯性のスナ
ガニ Ocypode stimpsoniが優占し，熱帯・亜熱帯性のツ
ノメガニ Ocypode ceratophthalmusやナンヨウスナガニ
Ocypode sinensisは南九州沿岸や紀伊半島沿岸，相模湾
で記録されることがあるとされてきた（三宅，1983な
ど）．近年，南方系のツノメガニやナンヨウスナガニ
が北に分布を広げていることが報告されている（和田，

2017；若林，2018；渡部ほか，2018）．
　表浜にはスナガニが生息していることが知られてい
るが（愛知県，1985；豊橋市自然史博物館，2011，た
だし後述するように写真は別種である），南方系のツ
ノメガニ及びナンヨウスナガニは愛知県からの記録
は見当たらない（愛知県，1985；中島，1997，2005）．
このたび，愛知県田原市と豊橋市の表浜でツノメガニ
とナンヨウスナガニが採集されたため，報告する．

標本および確認状況

1．ツノメガニ　Ocypode ceratophthalmus

　標本： 1個体（第 1図；豊橋市自然史博物館甲殻類
資料 TMNH-C-47），雄，甲幅 16.4 mm，愛知県豊橋市
高塚海岸，2018年 10月 1日，西　浩孝採集；1個体
（TMNH-C-48），雄，甲幅 15.4 mm，愛知県豊橋市高塚
海岸，2018年 10月 25日，西　浩孝採集．
　ツノメガニは．大型個体では眼の先に角状突起が伸
びるためスナガニとの区別は容易だが，小型個体にお
いては角状突起がないためスナガニと混同されること
がある．渡部ほか（2018）によると , ツノメガニとス
ナガニとは，次の点で識別できる．すなわち , ツノメ
ガニの中小型個体の甲面腸域には 1対の茶色の斑紋が
あるのに対し，スナガニではその部位は白抜きになっ
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ている．また，大鉗脚の内面にある顆粒列がスナガ
ニでは均等であるのに対し，ツノメガニでは下部に向
かって密になってゆき，下部では再び間隔が広がる
（第 2図）．ツノメガニは，三重県（若林，2017），伊
豆半島や房総半島（渡部ほか，2018）など，北方へ分
布を広げている．現在の北限は茨城県である（若林，
2018）．
　今回採集された個体はいずれも小型であり，未成熟
と考えられる．表浜のツノメガニ個体群は，この地域
で繁殖しているのではなく，南方の個体群から放出さ
れた幼生が定着したものである可能性がある．
　豊橋市自然史博物館（2011）は，表浜に生息する「ス
ナガニ」を写真で紹介している．今回改めて確認した
ところ，表紙と 30ページ下の写真（豊橋市小島～細
谷海岸，2010年 9月 21日，長谷川道明撮影）は，採
集していないため確実な同定ではないが，同時に撮影
された同一個体の写真において甲面腸域に 1対の斑紋
がある特徴（渡部ほか，2018）から，ツノメガニである．
さらに，36ページにスナガニとして掲載されている
写真（豊橋市小島海岸，2010年 7月 27日，著者撮影）
も，甲面の模様からツノメガニである．

2．ナンヨウスナガニ　Ocypode sinensis

　標本：1個体（第 3図；TMNH-C-49），雄，甲幅 6.8 

mm，愛知県田原市恋路ヶ浜海岸，2017年 9月 5日，
吉川博章採集．
　写真：愛知県田原市大草海岸，2010年 9月 13日，
長谷川道明撮影．
　ナンヨウスナガニは，大鉗脚の内面にスナガニやツ
ノメガニに見られるような顆粒列が見られない．ミナ

ミスナガニ Ocypode cordimanusに非常に類似するが，
ミナミスナガニでは眼窩下縁に明瞭な切れ込みがある
のに対し，ナンヨウスナガニではその部分に切れ込み
がないことなどで識別できる（渡部ほか，2018）．ナ
ンヨウスナガニは，淡路島の西岸，兵庫県の日本海
沿岸（和田・和田，2015），和歌山県沿岸（渡部ほか，
2012），三重県（締次，2017），伊豆半島や房総半島（渡
部ほか，2018）など，北方へ分布を広げている．また，
若林（2018）はミナミスナガニまたはナンヨウスナガ
ニであると考えられるスナガニ属の 1種を宮城県から
報告している．
　今回採集された個体は非常に小型であり，明らかに
未成熟である．ツノメガニ同様，表浜のナンヨウスナ
ガニ個体群も南方の個体群から放出された幼生が定着
したものである可能性がある．
　豊橋市自然史博物館（2011）において，30ページ上
にスナガニとして掲載されている写真（湖西市白須賀
海岸，2010年 10月 7日，長谷川道明撮影）は，甲面
の模様からナンヨウスナガニである．
　和歌山県和歌山市の和歌川河口や白浜町の海岸に
おいては，ツノメガニやナンヨウスナガニが増える
とともに，スナガニが数を減らし，あるいは姿を消し
たことが報告されている（淀ほか，2006；渡部ほか，
2012；和田，2017）．これは，肉食性傾向が強いツノ
メガニによってスナガニの新規加入個体が捕食された
ためではないかと考えられている（和田，2017）．今
後，表浜におけるスナガニ類の種組成の変化に注目し
たい．
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ツノメガニ Ocypode ceratophthalmus．
TMNH-C-47，豊橋市高塚海岸．

ツノメガニの鋏脚掌部の顆粒列（矢印）．
 TMNH-C-48．
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